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本題



PageSpeed 
or 
YSlow

普段、見てる方？



ある制作とお客さんと 
かっこいいサイト



"#
超かっこいい 

サイトつくれたわー 
!

お客さんも大満足だわー

制作者



$#
今、出先なんですけど 

サイト開けなくないですか？

お客から電話



"#
あれー 

ぼくのPCでは開けますよ？ 
!

いやぁ、かっこいいなぁ

制作者



$#
そうですか 

!

ところでコンバージョン 
上がらないんですけど 
なんとかなりません？

お客から電話



"#
えー、困ったなぁ 

!

じゃあもっと 
画像とか使って 

かっこよくしましょう

制作者



$#
わかりました 

!

・・・

お客から電話



モバイルで重くて開けない 

開いてもスクロールが重い・カクカク 

ユーザーに離脱されてしまう 

コンバージョンに至らない



＿人人人人人人人人人＿ 
＞　突然の契約終了　＜ 
‾Y^Y^Y^Y^Y^Y^Y^Y‾



そうならないために 
知っておきたいTIPSを 

紹介します



1. パフォーマンスの動機 

2. 考え方と導入 

3. Tips *n 

1. ネットワークコスト 

2. レンダリング 

3. スクリプト処理 

4. インタラクション 

4. まとめ



Introduction
考え方と導入



Frontend 
Performance

フロントエンドとパフォーマンスの関係



http://www.stevesouders.com/blog/2012/02/10/the-performance-golden-rule/

http://www.stevesouders.com/blog/2012/02/10/the-performance-golden-rule/


Steve Souders

“80-90% of the end-user response time is 
spent on the frontend.” 
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<link href=foo.css… 

<script src=bar.js… 

<img src=qux.jpg…
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フロントエンドの責任



+α
もうひとつ･･･



Interaction & UX
ユーザーとインターフェースの対話



スクロールが遅い 
カクカクするサイト␡



ボタンを押しても 
反応がないサイト␡



見栄えするけど 
イライラするサイト␡



使用感・心地よさも 
広義のパフォーマンス✓



フロントの工夫で 
改善できることはする✓



TIPSを集めた理由



https://developers.google.com/speed/docs/insights/rules

https://developers.google.com/speed/docs/insights/rules


http://developer.yahoo.com/performance/rules.html

http://developer.yahoo.com/performance/rules.html


すぐに使えて 
要点をおさえやすい



TIPS → 理由を知る



時と場合によって 
判断できるようにする



Networking *n
ネットワークコスト



Reduce 
Requests & Size

リクエストの数とファイルサイズを減らす



Above the fold
ファーストビューを速く見せる



✓

❓

⚠

画像リソースは必ず 
最適化してサイズを抑える

画質を保ちながらデータサイズの圧縮効率を 

高めたり、余分な情報を削除したりする 

!

!

低コスト・高リターンな対策なので 

これがやれてないと、かなりモッタイない



✓

❓

⚠

テキストリソースには 
最小化を適用する

いわゆるMinify処理　スペースや改行などを 

取り除いて、ファイルサイズを小さくする 

!

!

更新するたびに手動でやらない 

必ずツールを使って自動化する



http://alphapixels.com/prepros/

http://alphapixels.com/prepros/


http://incident57.com/codekit/

http://incident57.com/codekit/


http://gruntjs.com/

http://gruntjs.com/


✓

❓

⚠

CSS Spritesと 
Data URIを有効に使う

画像を1枚にまとめたり、CSSの中に文字列で 

埋め込むことで、リクエスト数を節約できる 

!

!

目安 30KB 以内でおさまるようにして 

ひとつのファイルを大きくしすぎないよう注意



Data URI CSS Sprites
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*
CSS

,,
,

,
, ,

div { 
  width: 100px; 
  height: 50px; 
  border-radius: 3px; 
… 
.. 
.



⬅

バイナリデータを 
文字列として埋め込む

*
CSS
background-image: url(“data:image/
jpeg;base64,/9j4AAQSkZJRgABAQAA
AQABAAD2wBDAAMCAggICAgICAgI
CAgICAgICAgICAgICAgICAgICAgICA
gICAgICAgICAgICAoICAgICQoKCAg
MDAoIDAgICQj2wBDAQMEBAYFBgo
GBgoNDAwNDQ0NDQwMDQ0MDA0
MDQ0MDAwMDQwMDAwMDAwMDA
wMDAwMDAwMDAwMDAwMDAwMD
AwMDAzwAARCADIAMgDAREAAhEB
AxEB8QAHQAAAgEFAQEAAAAAAAA
AAAAAAQIAAwQFBgcICfEAEUQAAIB
AgMEBwMJBgUDBQAAAAECAAMRB
BIhBQYxQQcIE1FhcZEiMoEjQlJicqGx
wfAUM4KissIVNFPR8WOSoyRDc4Ph8
QAGwEAAgIDAQAAAAAAAAAAAAAA
AAECAwQFBgf/xAAvEQACAgEEAg…



もし1MBもあると…

1MB読み込まれるまで 

スタイルが適用されない 

Data URIの画像も表示されない 

＼(^o^)／*
CSS

,,
,

,
, ,

div { 
  width: 100px; 
  height: 50px; 
  border-radius: 3px; 
… 
.. 
.



✓

❓

⚠

すべての画像をRetina向けに 
x2で用意しなくてもよい

大きく見せなくていいサムネイル画像は 

そもそも x1 で十分なことが多い 

!

!

テキスト画像やキービジュアルは 

さすがに x2 じゃないと辛い



✓

❓

⚠

Expiresなどのヘッダーと
gzip圧縮を必ず適用する

Expiresヘッダーでキャッシュを活用して 

gzipの設定で転送量をおさえる 

!

!

非常に初歩的だが、見逃してしまうと 

ダメージが大きいので必ずチェックしたい



http://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/

http://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/


www.google.com/analytics/

http://www.google.com/analytics/


http://www.webpagetest.org/

http://www.webpagetest.org/


Rendering *n
レンダリング



Avoid Complexities
複雑にしない



✓

❓

⚠

レイアウト・再配置が 
遅れて発生しないようにする

レスポンシブな画像も 解像度ごとに 

height だけでも決めれば ガコってならない 

!

!

例えば <img> の width, height がないと 

画像読み込み時にガクっとなってしまう



✓

❓

⚠

高コストなCSS3は 
慎重に取り扱う

box-shadow や border-radius などの 

いわゆる CSS3 は描画コストが低くない 

!

!

組み合わせると、描画パスが複雑になるので 

特に描画パフォーマンスが劣化しやすい



#これを100%の 基準とする



#370%



#660%



✓

❓

⚠

GPUアクセラレーションが
適用されるCSSを利用する

translate3d などGPUアクセラレーションが 

適用されるCSSを使うと滑らかに動く 

!

!

おまじないとして使いすぎると 

キツいしっぺ返しがある







https://developers.google.com/events/io/sessions/325091862

https://developers.google.com/events/io/sessions/325091862


Compositing Layer (on GPU)

Normal Layer (every CPU)



GPU Texture

#更新があれば 
描画データを 
GPUに再転送

#描画データを キープしといて 
GPU上で合成



◅◅◅#
広い範囲を 

再描画しないから 
スムーズ

#レイヤー丸ごとを 操作させるだけで 
サクサク移動



Scripting *n
スクリプト処理



Think 
Computing

ブラウザの気持ちになって書く



✓

❓

⚠

jQueryのセレクタを 
きちんとキャッシュする

jQueryにセレクタを渡して要素を選択するとき 

探索結果を返すので、それをキャッシュする 

!

!

キャッシュしないと、毎回セレクタを走らせて 

要素を探索していることになってしまう



!
$(‘#list’).append(‘<li>Item1</li>’); 
$(‘#list’).append(‘<li>Item2</li>’); 
$(‘#list’).append(‘<li>Item3</li>’); 
$(‘#list’).append(‘<li>Item4</li>’); 
$(‘#list’).append(‘<li>Item5</li>’); 
!
<ul id=“list”></ul>



var $list = $(‘#list’); 
$list.append(‘<li>Item1</li>’); 
$list.append(‘<li>Item2</li>’); 
$list.append(‘<li>Item3</li>’); 
$list.append(‘<li>Item4</li>’); 
$list.append(‘<li>Item5</li>’); 
!
<ul id=“list”></ul>



var $list = $(‘#list’); 
$list.append(‘<li>Item1</li>’); 
$list.append(‘<li>Item2</li>’); 
$list.append(‘<li>Item3</li>’); 
$list.append(‘<li>Item4</li>’); 
$list.append(‘<li>Item5</li>’); 
!
<ul id=“list”></ul>



var $list = $(‘#list’); 
// ちょっと極端ですが… 
$list.append(‘<li>Item1</li>’ + 
             ’<li>Item2</li>’ +  
             ‘<li>Item3</li>’ + 
             ‘<li>Item4</li>’ +  
             ‘<li>Item5</li>’); 
!
<ul id=“list”></ul>



✓

❓

⚠

イベントは Delegate を 
使ってまとめる

沢山ある・動的に増える可能性がある要素への 

イベントは、Delegate(委譲)を使う 

!

数百セルあるエクセル風なフロント実装を想像…



// たくさんの TD へ、個別にイベントを貼る 
$(‘table td’).on(‘click’, function() { 
  // do something 
}); 
!
// ひとつの table にイベントを貼る 
$(‘table’).on(‘click’, ‘td’, function() { 
  // do something 
});



// たくさんの TD へ、個別にイベントを貼る 
$(‘table td’).on(‘click’, function() { 
  // do something 
}); 
!
!
<table> 
<tr> 
  <td>セル1</td> 
  <td>セル2</td> 
  <td>セル3</td> 
</tr> 
</table>
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// ひとつの TABLE にイベントを貼る 
$(‘table’).on(‘click’, ‘td’, function() { 
  // do something 
}); 
!
!
<table> 
<tr> 
  <td>セル1</td> 
  <td>セル2</td> 
  <td>セル3</td> 
<tr> 
</table>

#
�������������

������
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✓

❓

⚠

scroll, resizeのイベントを 
間引いて処理する

throttle 

　連続呼び出しをnミリ秒の周期に間引いて実行 

!

debounce 

　nミリ秒以内の連続呼び出しを無視して 

　呼び出しがおさまったら実行



/* Underscore.JS */ 
!
// scroll に合わせて位置を更新する何か 
var throttled = _.throttle(updatePos, 100); 
$(window).scroll(throttled); 
!
// resize に反応してレイアウトし直す何か 
var lazyLayout = _.debounce(calcLayout,300); 
$(window).resize(lazyLayout);



throttle 200ms

debounce 200ms

100msごとに発火するイベント



✓

❓

⚠

意味の薄いベンチマークに 
惑わされない・気にしない

些細すぎるパフォーマンスよりは 

記法の統一性・可読性が優先されるべき 

!

!

速い・遅いのベンチマーキングは非常に大事 

けど、その処理をコールする頻度を考える



✓

❓

⚠

メモリリークの回避 
JSエンジンの最適化考慮

[E-3] 45MIN. 16:00 - 16:45 

Browser Computing Structure 

!

詳しくは、この次の次のセッションで！ 

!

でもちょっとだけ…



http://www.html5rocks.com/en/tutorials/performance/mystery/

http://www.html5rocks.com/en/tutorials/performance/mystery/


function updateSprites(dt) { 
  for (var sprite in sprites) { 
    sprite.position.x += 0.5 * dt; 
    // 20 more lines of arithmetic computation. 
  } 
}



function updateSprites(dt) { 
  for (var sprite in sprites) { 
    updateSprite(sprite, dt); 
  } 
} 
!
function updateSprite(sprite, dt) { 
  sprite.position.x += 0.5 * dt; 
  // 20 more lines of arithmetic computation. 
}

ループ内の処理を別関数に分離することで 

最適化が適用されるようになった (らしい)



Interaction *n
インタラクション



in Mobile

主にモバイル系の話



✓

❓

⚠

遅延ロード時の 
低解像度プレースホルダー

デフォルトでサイズ逆算2-3KBの低解像度 

スクロール遅延で本来の高解像度にさしかえ 

!

!

ネットワーク的にリクエスト数はもちろん増える 

けど、体感を上げられるとこでは使うべき



✓

❓

⚠

ローディング表示は 
200-300ms待って出す

それ以下であれば、ローディング表示が明滅して

しまうだけで逆に見栄えが良くない

こういうスピナー系のやつ



var timer; 
!
$(document).on(‘ajaxSend’, function(){ 
  timer = setTimeout(function() { 
    $(‘#loading’).show(); 
  }, 300); 
}); 
!
$(document).on(‘ajaxComplete’, function(){ 
  clearTimeout(timer); 
  $(‘#loading').hide(); 
});



✓

❓

⚠

タップ時の状態表現を 
徹底的につける

ブラウザ標準の tap-highlight-color でもよいし 

touchstart ̃ end で class を着脱してもよい 

!

!

tap-highlight-color を rgba(0,0,0,0) に 

設定したまま無反応な UI にするのは最悪



// タッチ開始時に、is-activeクラスを付与する 
$(document).on('touchstart','a',function() { 
  $(this).addClass('is-active'); 
}); 
!
// タッチ終了時に、is-activeクラスを解除する 
$(document).on('touchend', 'a', function() { 
  $(this).removeClass('is-active'); 
}); 
!
// 厳密には、UIの種類によって、クラス着脱のときに 
// ディレイをかけてチューニングしないと自然にならない



✓

❓

⚠

画面全体のトランジションは 
コスパ悪いので避ける

やればできるが、広い範囲をサポートするには 

検証コスト・不具合対応コストが高い 

!

!

jQuery Mobile ですら 1.0 -> 1.1 で地味になり 

1.4のデモは更に消極的な感じになっている



✓

❓

⚠

モバイルにおけるclickの 
300msディレイを知る

モバイルブラウザはダブルタップの判定のため 

タップしてから click の発生が 300ms 遅延する 

!

ライブラリを使って改善することはできる 

単なる touchstart, touchend では過敏すぎる



http://updates.html5rocks.com/2013/12/300ms-tap-delay-gone-away



http://www.sitepoint.com/5-ways-prevent-300ms-click-delay-mobile-devices/



https://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/



タップサイズが小さいという警告



Conclusion
まとめ



エンジニアリング 
ｘ 

インタラクション



エンジニアリングの 
すべてを知ることは 

難しい



インタラクションの 
すべてを検証することも 

難しい



両者の良いバランスを 
探るフロントエンド



Thanks!

  http://aho.mu 

  @ahomu 

  github.com/ahomu 

!

!

"

⌂
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